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特許情報を用いた医療ニーズ分析に関する実証調査

医療ニーズ
（抽出）＊

医療ニーズの分析
→ 解決手段の検索

（特許情報による分析※）

医療現場 医療現場・産学連携部門 産学連携部門・企業

医療従事者 医師等・産学連携コーディネータ等
コーディネータ・
企業開発者

解決手段を保有の
連携候補企業の

探索

特許
情報

解決
手段

調査報告書はこちら → https://www.amed.go.jp/chitekizaisan/kenkyuu.html

※概念検索
テキストマイニング

【目的】 医療機器の開発では、現場の医療ニーズを起点に、製販企業及びものづくり企業が連携して製品化に向けた開発を行うが、特に地方の
中小規模大学においては、医工連携コーディネータの不足等により、連携企業を見つけ出すことは容易ではない。そこで、医療機器や特許検索の
専門家がいなくても、医療ニーズから容易に連携企業を探索する手法の実証調査を行い、方法論として提示することを本調査の目的とした。
【調査フロー】
①医療従事者から医療ニーズを聞き取り、文章として医療ニーズを抽出
②－１ 抽出した医療ニーズを用い、概念検索により関連する特許群を作成
②－２ 特許群から、医療ニーズの解決を示唆する単語（技術ワード）を抽出
③医療従事者とディスカッションし、抽出した技術ワードから、医療ニーズの解決手段及び当該技術を有している企業（当該医療ニーズの実現
に当たり、連携候補となる企業）の探索

【将来の利用イメージ】

＊医療ニーズ
の定型文章
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例：
「腕を動かしたい位置に自由に追従し
しっかりと固定され腕を支え手の震え
や疲れを低減する機器や装置」

・ニーズ抽出、分析のための準備

①医療従事者から医療ニーズを抽出する。
②産学コーディネータは医療従事者と
ディスカッションを行い、
医療ニーズを正確に理解、本質を確認。
③産学コーディネータは医療ニーズを
定型文章化（クエリ）※
※「何を」「どのように」「どうしたい」

・解決手段が含まれる特許群の作成

④クエリを用い特許情報から概念検索を
行い、特許群を作成。※

※検索ツールはサイバーパテントデスク２を使用

・解決手段を示唆する単語群の抽出

⑤特許群から解決手段を示唆する単語群
を抽出※可視化。＊
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＊解決手段単語候補
の可視化図

※テキストマイニングツールはText Mining Studioを使用

分析の手順 医療従事者
とのディス
カッション

・解決手段と連携候補企業の探索
⑥単語群から解決手段候補を検討
⑦解決手段候補を含む特許情報(抄録・
図面等）を検討。

⑧特許情報より連携候補企業を選定。


